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背 景 と 目 的

開発前の問題点 開発してよくなった点

開 発 し た も の

デジタル列車無線用 LCX健全性確認システムの実用化

列車無線システムは、鉄道の安全・安定輸送に欠かせない、保安通信設備として重要な位置付けである。列車無線の健全性確保は、無線特性と無線サービス
エリアの確認（電界強度測定＝電測）が重要だが、人手による電測は多くの労力、電気検測車East-iは年2回しか測定することができず、電波の出入り口であるア
ンテナや漏洩同軸ケーブル（ＬＣＸ）の不具合知得には、時間が必要である。ＬＣＸに関しては、定常的な不具合検知手段が確立されていないため、不具合発生時
は通話や通告伝達システムが使用できない。そこで空中線系統を変更せず比較的容易に、LCXの健全性を定常的に監視するシステムを開発し、実用化を行った。

図3 システム系統図と開発範囲

開発した『デジタル列車無線用ＬＣＸ健全性確認システムの実用化』の概要 開発品の各種機能確認試験の概要およびその評価
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図5 検波回路方式

図2 LCX不具合発生時

図1 列車無線システム構成図 図2 LCX不具合発生時

・定常的な不具合検知手段が確立されていない → 電気検測車のみ（年２回）
・ＬＣＸ不具合発生時には通話や通告伝達システムが使用できない → 不安全

■在来線デジタル列車無線システムにおけるＬＣＸ健全性確認手段の確立
不具合検知周期
開発前 ２回/年（電気検測車周期） 使えないことが分からない・・・
開発後 ２回/日（設定による） 健全性確認可能

スマートメンテナンスの実現
開発前 ３人/回（人手による） 線閉必要
開発後 ０人/回（システム化） 作業員不要

■最小限の投資で在来線デジタル列車無線システムの課題解決可能

開発パートナー：大井電気株式会社

図4 ＬＣＸ健全性確認システム

・健全性確認を行うＬＣＸ終端付近に『①測定用アンテナ』を取付
・『②ＯｉＮＥＴ-987LCX健全性確認装置(送信機)』で閾値を設定
サイズ125×125×60 960ｇ 防水防塵IP44相当 電池駆動 約17年（理論値）

・情報伝送用回線を配線箱まで敷設。基地局のアラーム接点取込
・健全性監視中に電界強度が低下→指令設置既設監視端末で知得可能！

①測定用アンテナ ②ＯｉＮＥＴ-９８７
ＬＣＸ健全性確認装置(送信機)

図5 工場内 受信特性評価

図6 電波暗室内システム評価 図7 水上トンネルフィールド試験
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図8 指令設置 監視端末

図9 障害詳細情報
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